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研究成果の概要（和文）：暗黒下で光形態形成し、光照射下で矮化するシロイヌナズナのcop1変異体は、茎細胞の伸長
と茎頂分裂組織の細胞増殖が抑制されていた。cop1変異体の矮化を抑制するサプレッサー変異体emc1,2,3の解析により
、cop1変異による暗黒下での光形態形成と光照射下での矮化が独立した遺伝的経路で制御されていること、emc1,2,3変
異はcop1変異による茎頂分裂組織の細胞分裂の停止を抑制することで花茎を伸長させることがわかった。emc1の原因遺
伝子はインポーチンβ様タンパク質をコードしており、核膜孔を介した核と細胞質間の分子輸送に働く輸送レセプター
であるカリオフェリンとして働いている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Plants use environmental light as an informational signal to control their develop
ment. The Arabidopsis cop1 mutants show photomorphogenic development when grown in darkness. Under light c
onditions, cop1 mutants in turn show dwarfing and decreased apical dominance. I found that in the cop1-6 s
tems, both longitudinal cell elongation and cell number were reduced. I have screened for mutants that sup
press the dwarf phenotype of cop1-6, designated "eat me cake" (emc). The emc1, 2 and 3 mutants have increa
sed plant height. Meanwhile, the longitudinal cell sizes of primary stems of these emc mutants were simila
r to those of cop1-6 plants. Thus, the emc mutations inhibit the arrest of cell proliferation of infloresc
ence stems in cop1-6. The emc1, 2 and 3 mutants showed photomorphogenesis in darkness, indicating that the
 emc mutations promoted inflorescence stem elongation pathways are independent of scotomorphogenesis pathw
ays. The EMC1 gene encodes an importin-beta like protein.
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１．研究開始当初の背景 
 シロイヌナズナでは、暗黒下で芽生えの子
葉が展開し胚軸が短くなる“光形態形成変異
体”が多数単離されているが、その多くが光
照射下では矮性形質を示し、頂芽優勢を喪失
する。E3リガーゼをコードするCOP1は、暗黒
下で光形態形成する変異体の原因遺伝子とし
て最初に単離された。COP1の完全欠損体は致
死だが、弱い表現型を示す変異体アリルは、
光照射下で矮化し、頂芽優勢の喪失、日長非
依存的な花成促進、アントシアニンの蓄積、
側根の減少といった多面的な形質を示す。し
たがって、COP1は植物の生活環を通して発生
に関わる制御因子と考えられる。 
 COP1タンパク質は、光受容体CRY1, CRY2, 
PHYA, PHYBと直接的に相互作用し、活性の抑
制や細胞内局在変化などの制御を受ける。芽
生えの光形態形成において、COP1の標的タン
パク質は3つの独立した経路に分かれること
がわかっている。また、長日による花成の誘
導に働くCOは、COP1のユビキチン化標的タン
パク質である。 
 研究代表者は、光照射下でのCOP1の働きを
明らかにすることが、光シグナルによる植物
の発生制御機構の解明につながると考え、
cop1変異体の日長非依存的な花成促進に注目
して、COP1の花成における役割について研究
してきた。その解析の過程で、cop1変異体の
矮性形質及び頂芽優勢の喪失が日長非依存的
であることや、cop1変異体の矮化が花成促進
と別経路で制御されている可能性が明らかに
なった。 
 
２．研究の目的 
 植物は外的環境に応じて柔軟に発生を制御
する機構を持っている。特に光は、様々な応
答を引き起こす重要な環境シグナルとして、
植物の発生に大きく作用する。 
 シロイヌナズナの暗黒下でも光形態形成す
る変異体cop1は、光照射下では矮性形質を示
し、頂芽優勢を喪失する。本研究は、cop1変
異体の矮化機構を解析することで、光シグナ
ルによる植物の個体サイズの制御機構を明ら
かにすることを目的とする。 
 具体的には、cop1変異体から花茎伸長を指
標に矮化サプレッサー変異体を単離し、表現
型解析と原因遺伝子の単離と解析をすること
で、COP1を介した光シグナルによる茎の伸
長・枝分かれ(花茎・花序形成)の制御機構の
解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) cop1変異体の矮性形質の原因解析 
 cop1変異体の矮化は、変異体単離当時から
知られているにもかかわらず、組織細胞学的
な解析が全く成されていない。そこで、花茎
の細胞サイズや細胞数などの組織細胞学的な
解析を行い、光シグナルによる花茎伸長制御
機構について知見を得る。 
 

(2) cop1の矮化が抑制されたサプレッサー変
異体の単離 
 弱い表現型を示すcop1-6の変異体種子に
EMSによる変異原処理を行い、主茎の高さを指
標に矮化サプレッサー変異体を単離する。組
織細胞学的な解析により、サプレッサー変異
体の矮化抑制原因を解析する。 
 
(3) 矮化サプレッサー変異体emcの原因遺伝
子の単離と解析 
 cop1の矮化を抑制するサプレッサー変異体
emcの原因遺伝子をポジショナルクローニン
グ法でラフマッピングした後、次世代シーク
エンサーを用いて同定する。単離した原因遺
伝子の機能解析を行うことで、COP1による花
茎伸長の制御機構に迫る。 
 
４．研究成果 
(1) 植物の矮化は細胞の伸長抑制と茎頂分裂
組織の細胞分裂抑制のどちらかまたは両方に
起因する。cop1-6変異体は、野生型(Col)の約
1/5の高さで花茎の伸長が停止する。そこで、
その矮化原因を探るため、走査型電顕を用い
て花茎の細胞長を調べたところ、cop1-6変異
体では細胞の縦方向(長軸側)の長さが野生型
の約6割程度に減少していた。一方、横方向(短
軸側)の細胞長は野生型とあまり差が見られ
なかった。また、野生型が1つの枝に約20個の
花をつけるのに対して、cop1-6変異体の花茎
は1つの枝に4-5個の花をつけると先端に小さ
な花様器官または頂端花を形成し伸長を停止
する。したがって、cop1-6変異体では茎細胞
の伸長と細胞分裂(増殖)の両方が抑制されて
いること、つまりCOP1は細胞の伸長と茎頂分
裂組織の分裂能の維持の両方に働いているこ
とがわかった。 
 
(2) cop1-6変異体の種子にEMS処理を行い、M2
およびM3世代にて主茎の長さを指標に約30系
統の矮化サプレッサー変異体を選抜し、eat 
me cake (emc)と名付けた。次世代で形質の再
現性を確認し、花茎がcop1変異体の2倍以上に
伸長し、稔性が高く独立した変異由来と推測
される3系統(emc1,emc2,emc3)について解析
を進めることにした。遺伝解析の結果、
emc1,2,3変異体はそれぞれ1遺伝子座由来の
劣性変異であることがわかった。 
 emc1,2,3変異体は、暗黒下での光形態形成
や光照射下でのアントシアニンの蓄積、葉が
小さくなるといったcop1変異によって引き起
こされる表現型を維持していたことから、こ
れらの表現型に関わる遺伝的経路とは独立し
た経路がcop1の矮化に働いている可能性が示
唆された。 
 emc1,2,3変異体の花茎細胞は、縦方向の長
さがcop1とほとんど変わらなかったことから、
これらのemc変異はcop1変異による茎頂分裂
組織の細胞分裂の停止を抑制することで花茎
を伸長させることがわかった。したがって、
EMC1,2,3による茎伸長制御経路は、暗黒下や



弱光下での細胞伸長に由来する節間伸長(徒
長)や胚軸伸長とは独立した新規のCOP1カス
ケードであると推測された。 
 
(3) cop1-6にLerの戻し交雑を5回行った
cop1/Ler系統を用いた染色体マッピングによ
り、emc1変異が第1染色体上腕部の約2.1Mbの
領域に存在することがわかった。そこで、emc1
変異体にcop1-6変異体を1回戻し交雑した
F2/F3植物を用いて、EMS変異をマーカーとし
て次世代シークエンサーによるemc1の原因遺
伝子の同定を行った。 
 emc1の原因遺伝子はインポーチンβファミ
リー様タンパク質をコードしていた。インポ
ーチンβファミリーは核膜孔を介した核と細
胞質間の分子輸送に働く輸送レセプターであ
るカリオフェリンとして働くと推測されてい
る。カリオフェリンによる核内外への輸送機
構は酵母やヒトで解析が進められているが、
積荷と呼ばれる輸送対象の同定や核内輸送に
働くのか、格外輸送に働くのかの同定は難し
く、植物ではほとんど研究がされていない。
ヒトゲノムとの相同解析により、EMC1はtRNA
やSUMOタンパク質などの核内外への輸送に働
く可能性が示唆された。 
 シロイヌナズナには、EMC1と同じインポー
チンβファミリーに属する遺伝子が17個存在
する。これまでに報告されているシロイヌナ
ズナのインポーチンβファミリー遺伝子の欠
損体の中に発生に異常を示すものがあること
やEMC1の相同遺伝子が幅広い植物種で保存さ
れていることから、EMC1タンパク質は植物の
発生、特に細胞分裂の制御に働く重要な物質
の核内外輸送に働いていると考えられる。 
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